
ごみの減量化、資源化にご協力ください。　　地域づくり課環境対策班　☎０４７５（７０）０３８６
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問

見
守
り
、医
療
機
関
、公
共
の
サ
ー

ビ
ス
・
相
談
窓
口
な
ど
。

※

社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
４
７
５（
７
２
）１
９
９
５

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
日
々
の
生

活
を
送
る
上
で
助
け
と
な
る
サ
ー

ビ
ス
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
こ

す
も
す
手
帳
」が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

　
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の
方

お
よ
び
ご
家
族
全
員
が
75
歳
以
上

の
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
順
次
個

別
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
以
外
の
方
で
ご
希
望
の
場

合
は
、
市
役
所
お
よ
び
市
内
各
公

共
施
設
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の

で
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
掲
載
さ
れ
て
い
る
主
な
内
容

弁
当
や
食
料
品
の
配
達
、
移
動
販

売
、
日
用
品
・
灯
油
の
配
達
、
外

出
支
援
、
家
事
支
援
・
生
活
支
援
、

理
美
容
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
集
配
、

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
自
転
車
・
自

動
車
の
修
理
、
趣
味
・
健
康
づ
く

り
、
居
場
所
、
ペ
ッ
ト
飼
育
支
援
、

高
齢
者
に
や
さ
し
い
サ
ー
ビ
ス
、

　
武
田
　
尚
子

　
石
川
　
普
一

◇
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」

　
毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」と
定
め
、特
設
人
権
相

談
を
実
施
し
ま
す
。相
談
は
無
料

で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

〈
特
設
人
権
相
談
〉

▼
日
時
＝
６
月
１
日
㈯
13
時
〜
15
時

▼
会
場
＝
中
央
公
民
館
、
白
里
公

民
館

　
地
域
づ
く
り
課
市
民
協
働
推
進
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
４
２

た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
６
人
の
人
権
擁
護

委
員
が
人
権
相
談
や
人
権
教
室
な

ど
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

　
川
名
　
辰
司

　
穗
坂
　
あ
い
子

　
内
山
　
仁
美

　
鈴
木
　
光
代

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
、
人
々
の
間
に
正

し
い
人
権
の
考
え
方
を
広
め
た

り
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に

は
、
相
談
相
手
に
な
っ
て
救
済
し

人
権
擁
護
委
員
に
穗
坂
あ
い
子
氏
再
任
、

武
田
尚
子
氏
、
石
川
普
一
氏
が
新
任

指
定
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
証
書（
緑
色
）に

記
載
し
て
あ
り
ま
す
金
融
機
関
の

口
座
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班

　☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
３
１

　
現
在
、
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
お
よ
び
令
和
６
年
３
月
ま
で

に
新
た
に
認
定
を
受
け
た
方
は
、

５
月
10
日
㈮
に
市
か
ら
２
か
月
分

（
令
和
６
年
３
月
分
〜
４
月
分
）が

５
月
は
児
童
扶
養
手
当
の

支
払
期
で
す

※
市
外
住
民
は
３
，５
０
０
円
。

▼
定
員
＝
２
人
／
日

▼
申
込
方
法
＝
あ
ひ
る
保
育
園

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
み

※
市
外
の
病
児
保
育
施
設
の
利
用

　
料
に
対
す
る
助
成
金
は
、
５
月

　
31
日
㈮
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
支
援
課
保
育
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
４
７

　
あ
ひ
る
保
育
園

　
☎
０
４
７
５（
７
２
）７
５
６
６

　
病
児
対
応
型
病
児
保
育
と
は
、

当
面
症
状
の
急
変
は
認
め
ら
れ
な

い
が
、
病
気
の
回
復
期
に
至
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
集
団
保
育
が

困
難
な
お
子
さ
ん
を
、
病
児
保
育

の
専
用
ス
ペ
ー
ス
で
お
預
か
り
す

る
事
業
で
す
。

▼
実
施
場
所
＝
あ
ひ
る
保
育
園

（
小
中
７
７
０
番
地
）

▼
対
象
＝
０
歳
〜
小
学
６
年
生

▼
保
育
時
間
＝
㈪
〜
㈮
８
時
30
分

〜
17
時
30
分

▼
利
用
料
＝
2
，５
０
０
円
／
日

令
和
６
年
４
月
か
ら
市
内
で
病
児
保
育
事
業

（
病
児
対
応
型
）が
利
用
可
能
に
な
り
ま
し
た

高
齢
者
お
役
立
ち
情
報
誌

「
こ
す
も
す
手
帳
改
訂
版
」が
で
き
ま
し
た

問

問

問

問

問

　5月1日㈬～9月 30 日㈪の
5か月間、使用時間を1時間延
長し、18時まで使用できるよう
になります。
▶対象施設＝市営野球場、市
営テニスコート、季美の森多目
的広場、運動広場、弓道場、
市営サッカー場（芝養生期間
のため、5月7日㈫～6月7日
㈮は使用不可）
　 大網白里アリーナ
　 ☎０４７５（７２）５７０８

屋外の社会体育施設の
使用時間を延長します

市への意見・要望状況を公開

問

　各区や各自治会、または各種団体や個人な
ど、多くの皆さんから、道路整備や排水対策、
交通安全など、さまざまな要望書や市長への
手紙が寄せられています。これらの要望や意見
は、今後のまちづくりの参考にするとともに、
今後の方針について検討を図っています。
◇要望書
　主に、地域の代表である各区長や各自治会長
の皆さんからいただいています。
　市民の皆さんが十分協議を行った結果、地域
で解決できない諸問題について、要望書として提
出いただき、関係各課・関係機関で協議します。
◇市長への手紙
　広聴事業の一環として、市民の皆さんの率直
なご意見やアイデアを伺い、市政に反映させるた
めに行っています。郵送、ファクス、メールのい
ずれかの方法で送付していただいています。
　郵送・ファクスの場合は、用紙と封筒（切
手不要）を市役所受付、中央公民館、中部コミュ
ニティセンター、白里出張所、老人福祉センター
コスモス荘に備え置いています。
　メールの場合は、市ホームページの「市長へ
の手紙」からアクセスしてください。
※回答が必要な場合は、必ず氏名・住所・連 
　絡先を明記してください。市長への手紙の趣
　旨と異なるもの（企業の活動や営業目的な
　ど）については、回答は致しかねますのでご
　了承ください。
　 秘書広報課秘書広報班
　☎０４７５（７０）０３０７

道路整備・道路計画に関すること
排水整備に関すること
道路安全対策に関すること
交通安全対策に関すること
防犯に関すること
不法投棄、ごみなど環境に関すること
下水道に関すること
市政・市町村合併に関すること
まちづくり全般に関すること
福祉行政に関すること
産業振興に関すること
観光振興に関すること
消防防災に関すること
公園に関すること
公共交通に関すること
教育行政に関すること
情報化に関すること
税金に関すること
医療に関すること
職員に関すること
施設に関すること
ガス事業に関すること
その他
　　　　　  合　計

23
12
7
8
1
8
1
1
6
14
2
1
10
2
11
14
2
4
5
3
7
3
26
171

●要望書・市長への手紙の内容と
　件数（令和5年度）

計内　容

低所得世帯支援給付金（10万円）を支給します

低所得世帯支援給付金に係る
子ども加算（５万円）給付について

「民生委員・児童委員の日」活動強化週間

問

　毎年５月12日～18日は民生委員・児童委員の存在
や活動を広く知っていただくための活動強化週間です。
　民生委員・児童委員は法律に基づいて委嘱された
地方公務員です。市民の方が生活する上で困難が生
じたとき、地域の身近な相談相手として福祉サービス
などの紹介や助言を行い、行政や関係機関とのパイ
プ役となっています。
　生活の心配事や困り事など、お気軽にご相談ください。
　 社会福祉課社会福祉班　☎０４７５(７０)０３３０

問問

　市では、令和３年３月に「第２次大網白里
市男女共同参画計画」を策定しました。この
計画は、「男女共同参画社会基本法」に基づ
く市町村計画であると同時に、「配偶者からの
暴力の防止及び被害者の保護等に関する法
律」（ＤＶ防止法）に基づく配偶者からの暴力
の防止および被害者の保護のための施策の実
施に関する基本計画、「女性の職業生活におけ
る活躍の推進に関する法律」（女性活躍推進
法）に基づく、女性の職業生活における活躍
に関する施策についての市町村推進計画として
も位置付けています。
　市ではこの計画に基づき、男女共同参画に
関する各種施策を推進しており、毎年度末に
この計画の進捗状況を学識経験者や市民の代
表から構成される男女共同参画審議会に報告
しています。
　令和５年度は、計画に目標値を盛り込んだ
41項目のうち達成できた項目は26項目で、全
体として63.４％の達成状況となっています。
　詳細な進捗状況は、市ホームページに掲載
しています。
　 地域づくり課市民協働推進班
　 ☎０４７５（７０）０３４２

男女共同参画だより

▲こすもす手帳改訂版
（社会福祉協議会
  ホームページ）

◀令和5年度の
啓発活動

申問

　物価高騰による負担増を踏まえ、
令和５年度住民税均等割のみ課
税世帯に対し、低所得世帯支援給
付金（１世帯当たり10万円）を支
給します。
▶対象＝令和５年12月１日（基準日）
において本市に住民票があり、令
和５年度分の住民税が「均等割の
み課税されている方」または「均
等割のみ課税されている方と住民税

非課税の方」で構成される世帯
▶申込方法＝市から送付した確認書
を、同封の返信用封筒で返送
※令和５年１月２日以降に本市に転
　入した方、令和５年度分住民税
　未申告の方がいる場合は、問い
　合わせください。
▶申込締切＝５月31日㈮（消印有効）
　・　 社会福祉課社会福祉班
　☎０４７５（７０）０３３０

申 問

　令和５年度住民税非課税世帯また
は住民税均等割のみ課税世帯のう
ち、18歳以下の児童を扶養している
世帯の世帯主に対し子ども加算（児
童１人当たり５万円）を支給します。
▶対象＝令和５年12月１日（基準日）
において本市に住民票があり、令和
５年度分の住民税が「非課税の方」
「均等割のみ課税されている方」ま
たは「均等割のみ課税されている方
と住民税非課税の方」で構成される
世帯の世帯主
▶申込方法＝市から対象世帯の世帯

主宛に送付した確認書を、同封の返
信用封筒で返送
※確認書は４月24日から順次発送し
　ています。
※令和５年１月２日以降に転入した
　方、令和５年度分住民税未申告
　の方がいる場合、同一世帯では
　ないが世帯主と生計が同一である
　児童がいる場合は、問い合わせ
　ください。
▶申込締切＝８月31日㈯（消印有効）
　・　 社会福祉課社会福祉班
　☎０４７５（７０）０３３０

2024.5.1№6855

リサイクル倉庫はルールを守ってご利用ください。　　地域づくり課環境対策班　☎０４７５（７０）０３８６

　迅速で的確な行動と、消防用機械器具の操作技
術を競う「大網白里市消防ポンプ操法大会」が実
施されます。日ごろの訓練成果をご覧ください。
▶日時＝5月26日㈰ 8時～
▶会場＝市運動広場
※雨天の場合は、運動広場駐車場。
◇山武消防ポンプ操法大会
　山武消防ポンプ操法大会に本市を代表して第１
分団第３班（大網（前島・長峰・内谷・竹の下・道塚・
北谷）、みどりが丘（１丁目・２丁目の一部～４丁目
の一部）、山口、堀畑）がポンプ車の部で出場します。
▶日時＝6月9日㈰ 8時 30 分～
▶会場＝県立蓮沼海浜公園第1駐車場（山武市蓮沼）
　 安全対策課消防防災班　☎０４７５(７０)０３０３

市消防ポンプ操法大会

全国瞬時警報システム（Jアラート）
の伝達訓練を実施します

　地震・津波や武力攻撃などの発
生時に備え、緊急情報を国から人工
衛星などを通じて瞬時に伝える、全
国瞬時警報システム（Jアラート）
を用いた訓練を実施します。
　市内に設置してある防災行政無線
および戸別受信機から、最大音量
で一斉に放送されますので、災害と
間違えないようご注意ください。
▶訓練日時＝５月22日㈬11時
▶放送内容
・上りチャイム音

自
分
た
ち
の
地
域
を

　
　
　自
分
た
ち
で
守
ろ
う

災
害
か
ら
市
民
を
守
る
消
防
団

　
4
月
21
日
、
南
消
防
署
員
の
指

導
の
も
と
、
規
律
訓
練
を
中
心
に

消
防
ポ
ン
プ
の
操
作
要
領
な
ど
を

学
習
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
し
、

消
防
団
員
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

◇
消
防
団
員
を
募
集

　
災
害
現
場
や
防
災
で
重
要
な
役

割
を
担
う
の
が
消
防
団
で
す
。
し

か
し
、
近
年
で
は
団
員
不
足
が
深

刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
普
段
そ
れ
ぞ
れ
の

職
業
を
も
ち
な
が
ら
「
自
分
た
ち

の
街
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
郷
土
愛
護
の
精
神
の
も
と
、
地

域
住
民
の
安
心
安
全
の
た
め
、
災

害
か
ら
地
域
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
新
た
に
団
員
を
加
え
、

地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

自
覚
を
持
っ
て
、
日
夜
活
動
に
精

励
し
て
い
ま
す
。

◇
新
団
員
に
教
育
訓
練
を
実
施

　「
大
切
な
地
域
や
家
族
を
災
害

か
ら
守
る
」
と
い
う
使
命
の
も
と
、

あ
な
た
も
消
防
団
に
入
団
し
ま
せ

ん
か
。
18
歳
か
ら
60
歳
未
満
で
市

内
在
住
・
在
勤
の
健
康
な
方
な
ら
、

男
女
問
わ
ず
誰
で
も
入
団
で
き
ま
す
。

　
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

道
路
補
修
用
の
原
材
料
を

支
給
し
て
い
ま
す

　
お
よ
び
建
設
課
で
配
布
し
て
い

　
ま
す
。

　
・
　
建
設
課
管
理
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
５
０

　
道
路
補
修
の
た
め
、
区
長
・
自

治
会
長
等
の
申
請
に
基
づ
き
原
材

料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
必
要
に
応
じ
て
取
り
ま
と
め
の
上
、

建
設
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
で
き
る
原
材
料
の
種
類
＝

砕
石
、
山
砂
、
土
の
う
袋
、
常
温
合

材
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
簡
易
補
修
材
）

▼
申
請
方
法
＝
原
材
料
支
給
申
請

書
、
支
給
先
と
使
用
す
る
場
所
が

分
か
る
地
図
を
提
出

※
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問

申

問

申

問

生
ご
み
た
い
肥
化
装
置
の
設
置
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す

　
ま
た
は
故
障
な
ど
で
新
た
に
購

　
入
し
た
場
合
、
再
度
補
助
対
象

　
と
な
り
ま
す
。

▼
補
助
金
額
＝
購
入
費
の
半
額

（
最
大
２
万
円
）

▼
申
請
方
法
＝
領
収
書
（
機
種
、

基
数
、
金
額
、
宛
名
の
記
さ
れ
た

購
入
後
１
年
以
内
の
も
の
）、
印

か
ん
、振
込
先
の
分
か
る
も
の
（
預

金
通
帳
等
）
を
持
参

　
・
　
地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
８
６

　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量

や
再
資
源
化
に
有
効
な
、
生
ご
み

た
い
肥
化
装
置
な
ど
の
購
入
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

・
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
発
酵
た
い

肥
化
（
Ｅ
Ｍ
）
容
器
＝
１
世
帯
当

た
り
各
２
基
ま
で
補
助

・
機
械
式
処
理
機
、
家
庭
用
小
型

せ
ん
定
枝
破
砕
機
＝
１
世
帯
当
た

り
各
１
基
ま
で
補
助

※
補
助
金
申
請
後
10
年
が
経
過
し
、

て
防
災
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

平
常
時
は
防
災
訓
練
、
広
報
活
動
、

防
災
資
機
材
の
整
備
な
ど
、
災
害

時
に
は
初
期
消
火
活
動
、
救
出
救

護
、
避
難
誘
導
、
避
難
所
で
の
給

水
給
食
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。 

◇
自
主
防
災
組
織
の
結
成

　
地
域
の
住
民
が
組
織
結
成
に
合

意
し
、
規
約
、
組
織
、
活
動
計
画

を
定
め
る
こ
と
で
成
立
し
ま
す

（
区
・
自
治
会
単
位
）。
組
織
を
結

成
し
た
と
き
は
市
へ
の
届
け
出
が

必
要
で
す
。
結
成
を
検
討
し
て
い

る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
自
主
防
災
組
織
へ
の
補
助
制
度

〈
資
機
材
整
備
補
助
金
〉

　
新
た
に
結
成
し
た
自
主
防
災
組

織
を
対
象
に
、
50
万
円
を
上
限
と

し
て
防
災
資
機
材
の
整
備
費
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

〈
防
火
防
災
訓
練
災
害
補
償
等
共

　
近
年
、
風
水
害
に
よ
る
被
害
や
、

大
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
や
土

砂
災
害
、
津
波
災
害
な
ど
大
き
な

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
が
発
生
し
た
際
、
市
や
消

防
な
ど
防
災
関
係
機
関
は
防
災
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
が
、
災
害
が

大
規
模
に
な
る
と
交
通
網
や
通
信

網
の
遮
断
、
火
災
や
停
電
、
断
水

等
が
起
こ
り
、
救
助
活
動
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
災
害
か
ら
財
産
を
守
り
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
普

段
か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
地
域

や
近
隣
の
人
々
が
集
ま
っ
て
互
い

に
協
力
し
合
い
な
が
ら
防
災
活
動

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
共
助

に
取
り
組
む
自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
ま
し
ょ
う
。

◇
自
主
防
災
組
織
と
は

　
地
域
住
民
が
自
主
的
に
連
携
し

済
制
度
〉

　
地
域
内
の
自
主
防
災
組
織
が
主

催
す
る
防
火
防
災
訓
練
で
発
生
し

た
不
慮
の
事
故
に
よ
る
被
害
の
補

償
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
訓
練
は
、
事
前
に
訓
練
計
画
書

を
提
出
し
て
市
が
認
め
た
も
の
に

限
り
ま
す
。

　
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

問

住
宅
用
設
備
等
脱
炭
素
化
促
進
事
業
補
助
金

の
受
付
を
開
始
し
ま
す・

窓
の
断
熱
改
修
（
上
限
８
万
円
）

・
電
気
自
動
車
・
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
（
Ｖ
２
Ｈ
の

併
設
の
有
無
に
よ
り
上
限
15
万
円

も
し
く
は
10
万
円
）

・Ｖ
２
Ｈ
充
放
電
設
備
（
上
限
25

万
円
）

▼
主
な
要
件
等

①
補
助
対
象
設
備
を
導
入
し
た
住

宅
に
自
ら
居
住
し
、
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者

で
あ
る
こ
と

②
世
帯
全
員
が
市
税
を
滞
納
し
て

　
地
球
温
暖
化
対
策
や
電
力
の
強

靭
化
を
図
る
た
め
の
住
宅
用
設
備

等
を
導
入
し
た
方
に
、
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
＝
５
月
7
日
㈫
〜
令
和

７
年
２
月
28
日
㈮（
閉
庁
日
を
除
く
）

※
予
算
額
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。

▼
対
象

・家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
（
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
）（
停
電
時
自
立
運

転
機
能
の
有
り
の
み
）

・
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電

シ
ス
テ
ム
（
上
限
７
万
円
）

い
な
い
こ
と

③
補
助
対
象
設
備
の
設
置
工
事
等

補
助
事
業
に
着
手
す
る
日
が
、
令
和

６
年
４
月
１
日
以
降
で
あ
る
こ
と
。

※
そ
の
ほ
か
の
要
件
も
、
申
請
前

　
に
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法
＝
補
助
対
象
設
備
等

の
設
置
後
に
、
所
定
の
交
付
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請

（
郵
送
・
メ
ー
ル
不
可
）

　
・
　
地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班

　☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
８
６

申

問

▲耐震補助について
（市ホームページ）

問

問問申

問

問

　木造住宅の耐震診断・耐震改修にかかる費用の一
部を補助します。
　家の耐震化で大切な命を守りましょう。
◇耐震診断
　講習を受けた建築士が旧耐震基準で設計されている
建物の耐震性を確認します。
◇耐震改修
　耐震診断の結果、耐震性が不足している建物の構造
を補強します。
▶対象＝次のすべてに該当する木造住宅
①市内に所在している
②昭和56年５月31日以前に着工されたもの
③一戸建て
④在来軸組工法により建築され、地上2階建以下のもの
▶補助額
・耐震診断＝費用の２/３（上限8万円）
・耐震改修＝設計・工事・監理費用
　の2/3（上限100万円）
　詳細は市ホームページをご覧い
ただくか、問い合わせください。
　 都市整備課営繕室
　 ☎０４７５（７０）０３６６

耐震改修の補助上限額を
100万円に拡大しました

　道路の側溝に土砂等が堆積することによ
り、大雨時に排水があふれる原因となります。
　排水能力を維持するため、近隣住民や地
元地区での定期的な清掃のご協力をお願いし
ます。なお、市では各地区に対して側溝内の
土砂等を入れる土のう袋の支給や側溝の蓋上
げ器具の貸し出し、清掃後の土砂等の回収を
行っています。
※申請書は、市ホームページおよび建設課で
　配布しています。
　・　 建設課管理班
　 ☎０４７５（７０）０３５０

市道の道路側溝（Ｕ字溝）
の清掃にご協力を

・「これは、Jアラートのテストです」
×３回
・「こちらは防災大網白里市です」
・下りチャイム音
　 安全対策課消防防災班
　 ☎０４７５（７０）０３０３


